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(1) 私は，クイズが出題されるのは楽しかった． 0 0 1 2 2 4 4と5
(2) 私は，システムを利用して，災害発生時にどのように行動すれば
いいのか考えた．
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評価の分布 ：「1: 強く同意しない」「2: 同意しない」「3: どちらともいえない」「4: 同意する」「5: 強く同意する」
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６．実験結果と考察
「？？クイズ」は外国人に受け入れられるか
質問項目「私は，クイズが出題されるのは楽し
かった」(表および表を参照)において，5段階
評価で〇×グループが中央値4，最頻値4，？グループが
中央値4，最頻値4と5となり，？グループは〇×グルー
プとほぼ同程度の高評価を得た．自由記述では，？グ
ループの「強く同意する」を選択した実験協力者が「イ
メージがついてわかりやすい」と回答している．5段階
評価の結果および自由記述から，概ね「？？クイズ」は
外国人に受け入れられると考えられる．しかし，？グ
ループの「どちらともいえない」を選択した実験協力者
が「答えがないのはおかしい」，「同意する」を選択し
た実験協力者が「本当の解答がほしい」と回答しており，
受け入れられない意見もあった．
 「？？クイズ」は災害時の行動を考えさせるか
 質問項目「私は，このシステムを利用して，災害
発生時にどのように行動すればいいのかを考えた」(表
および表を参照)において，5段階評価で〇×
グループが中央値5，最頻値5，？グループが中央値4，
最頻値4と5となり，？グループは〇×グループとほぼ同
程度の高評価を得た．自由記述では，〇×グループの実
験協力者が「自分の場合に置き換えて考えることでどう
しようかと考えた」「クイズで出題された状況で自分は
どうしたらいいのかを自然に考えた」と回答している．
また，？グループの実験協力者が「知らないことが多く
あり，調べようと思った」「地震が起きたときにガスを
真っ先に止めるように教えられてきたが，漫画を見て考
えさせられた．」と回答している．5段階評価の結果お
よび自由記述から，災害発生時の行動を考えてもらうた
めに，「？？クイズ」は「〇×クイズ」と同程度に効果
的であると考えられる．
 今後の課題
 実験の結果から，「？？クイズ」は受け入れられる，
また「？？クイズ」は災害時の行動を考えさせることを
明らかにし，「？？クイズ」の有用性を示した．しか
し，？グループの実験協力者は，「結局どうすればいい
のかわからない」と回答しており，災害発生時の行動を
考えるための手がかりを示す必要性があると感じた．
また，以前に行なった実験において，「〇×クイズ」
に「？？クイズ」を加えた本システムを利用してもらっ
たところ，？？クイズの出題時に実験協力者が驚いた様
子が見られた．しかし，今回の実験における「？？クイ
ズ」のみの出題では，驚いた様子が見られなかった．こ
のことから，「？？クイズ」のみを出題するか，「〇×
クイズ」に「？？クイズ」を追加した形式で出題するの
かといった，「？？クイズ」の効果的な出題方法につい
て検討する必要がある．
７．おわりに
本稿では，正解のないクイズの必要性について述べ，
我々が開発している防災知識提供システムにおいて
「？？クイズ」を提案した．また，従来手法である「〇
×クイズ」との比較実験を行い「？？クイズ」の有用性
の検証を行った．
その結果，「？？クイズ」は外国人に受け入れら
れる，「？？クイズ」は災害発生時の行動を考えさ
せる，の2項目を満たし，「？？クイズ」の有用性を確
認した．しかし，災害発生時にどのように行動をすれば
いいのかを考える手がかりを示す必要があると感じた．
また，出題方法について検討する必要があることがわ
かった．
今後は，6章(3)節で述べた課題の解決を図る．また，
システムを利用してもらうために，モチベーションを向
上させる機能の追加を行う．
謝辞：本研究はJSPS科研費17H02250の助成による．
付記
本稿は，平成年度情報処理学会関西支部支部大会に
おける口頭発表原稿に加筆・修正を施したものである．
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６．実験結果と考察
「？？クイズ」は外国人に受け入れられるか
質問項目「私は，クイズが出題されるのは楽し
かった」(表および表を参照)において，5段階
評価で〇×グループが中央値4，最頻値4，？グループが
中央値4，最頻値4と5となり，？グループは〇×グルー
プとほぼ同程度の高評価を得た．自由記述では，？グ
ループの「強く同意する」を選択した実験協力者が「イ
メージがついてわかりやすい」と回答している．5段階
評価の結果および自由記述から，概ね「？？クイズ」は
外国人に受け入れられると考えられる．しかし，？グ
ループの「どちらともいえない」を選択した実験協力者
が「答えがないのはおかしい」，「同意する」を選択し
た実験協力者が「本当の解答がほしい」と回答しており，
受け入れられない意見もあった．
 「？？クイズ」は災害時の行動を考えさせるか
 質問項目「私は，このシステムを利用して，災害
発生時にどのように行動すればいいのかを考えた」(表
および表を参照)において，5段階評価で〇×
グループが中央値5，最頻値5，？グループが中央値4，
最頻値4と5となり，？グループは〇×グループとほぼ同
程度の高評価を得た．自由記述では，〇×グループの実
験協力者が「自分の場合に置き換えて考えることでどう
しようかと考えた」「クイズで出題された状況で自分は
どうしたらいいのかを自然に考えた」と回答している．
また，？グループの実験協力者が「知らないことが多く
あり，調べようと思った」「地震が起きたときにガスを
真っ先に止めるように教えられてきたが，漫画を見て考
えさせられた．」と回答している．5段階評価の結果お
よび自由記述から，災害発生時の行動を考えてもらうた
めに，「？？クイズ」は「〇×クイズ」と同程度に効果
的であると考えられる．
 今後の課題
 実験の結果から，「？？クイズ」は受け入れられる，
また「？？クイズ」は災害時の行動を考えさせることを
明らかにし，「？？クイズ」の有用性を示した．しか
し，？グループの実験協力者は，「結局どうすればいい
のかわからない」と回答しており，災害発生時の行動を
考えるための手がかりを示す必要性があると感じた．
また，以前に行なった実験において，「〇×クイズ」
に「？？クイズ」を加えた本システムを利用してもらっ
たところ，？？クイズの出題時に実験協力者が驚いた様
子が見られた．しかし，今回の実験における「？？クイ
ズ」のみの出題では，驚いた様子が見られなかった．こ
のことから，「？？クイズ」のみを出題するか，「〇×
クイズ」に「？？クイズ」を追加した形式で出題するの
かといった，「？？クイズ」の効果的な出題方法につい
て検討する必要がある．
７．おわりに
本稿では，正解のないクイズの必要性について述べ，
我々が開発している防災知識提供システムにおいて
「？？クイズ」を提案した．また，従来手法である「〇
×クイズ」との比較実験を行い「？？クイズ」の有用性
の検証を行った．
その結果，「？？クイズ」は外国人に受け入れら
れる，「？？クイズ」は災害発生時の行動を考えさ
せる，の2項目を満たし，「？？クイズ」の有用性を確
認した．しかし，災害発生時にどのように行動をすれば
いいのかを考える手がかりを示す必要があると感じた．
また，出題方法について検討する必要があることがわ
かった．
今後は，6章(3)節で述べた課題の解決を図る．また，
システムを利用してもらうために，モチベーションを向
上させる機能の追加を行う．
謝辞：本研究はJSPS科研費17H02250の助成による．
付記
本稿は，平成年度情報処理学会関西支部支部大会に
おける口頭発表原稿に加筆・修正を施したものである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